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   The following conclusions were drawn from literary reviews as well as pathohistologi-
cal studies on 6 cases of cysts in the epididymis which were experienced in recent 1 year 
and a half. 
   1) We agree with kobayashi and Miyawaki who have assigned the term "epididymal 
cyst" to cystic changes in the epididymis. 
   2) It is considered appropriate to classify epididymal cysts into a) a cyst having its 
origin in vestigial remnants, b) a retention cyst, c) a polycystic disease and d) a serous 
cyst.
緒 言
従来精液瘤,精 液腫,精 液嚢腫,精 液水腫,
副畢丸嚢腫,副 睾丸嚢胞 などと呼 ばれ ていた も
のは,そ の病 名,分 類に就 ては,既 に多数 の学
老 に より論議 され てい るが,何 人を も満足せ し
め得 る程のものはない ようで,尚 議論 の余地を
残 している.
我 々は最近1ケ 年半 の間に,そ れぞれ臨床及
び組 織 像 を異にす る本 症 の6例 を経 験 したの
で,自 験例 を主 とし,摘 出標本に対 し病理組織
学的 な検索 を行 い,既 往 の文献を参照 し,種 々
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丸 に生 じた嚢腫 の1例 を報告 し,自 験例 の外見
が,余 りに も従来の精液瘤 と異な ることか ら,
このような ものを副畢丸糞腫 と称 した方が良い
のではないか と述べ,又 組織学的見地か らも従
来 用い られ ていた精液瘤 としても差 しつかえな
いので精液瘤 として一括 し,そ の特異型 とす る
考 え方 もな りたつので批判 をまつ と記述 してい
る.その後,今 日までに西陰2),笠井3),高木 ・森4),
小林 ・宮脇5,,穴口・他6,,河合7),清水 ・坂 本8},齊
藤 他9)長 島 他32)により20例が報告 され,
単 に症例 の追加 より或は他を批判 して独 自の見
解 を発表 してい るものもある.中 でも小林 ・宮
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脇 は11例の 自験例 をかかげて,副 畢丸 に生 じた
嚢腫性変化を全 て副睾丸爽腫 と称 すべ しと述べ
ているが重松10)も云 うように,な を未だ明確適
切 とは云えない ようで ある.
我 々の症例をふ りか えつ てみ ると,第2例 を
除いた他 の5例 は,全 て畢丸輸 出管か ら発生 し
たものと思われ るが,こ の内第1例 と第3例 と
は,等 しく嚢腫壁の増殖が見 られる.こ の両者
を比較す ると,第1例 では上皮 と結締織 の増殖
があるのに反 して,第3例 では上皮 の増殖が主
で,結 締織の増殖 は 目立た ない.ま た嚢腫壁の
増殖 を伴わ ない第4,5,6例 を比較す る と,嚢
腫壁は第6例 が最 も菲薄 となつて居 り,上 皮細
胞は全 く見 られない 第4例 の畢丸輸 出管に接
して見 られ る単発性 の藝腫壁は,明 らか に畢丸
輸出管の面影 を残 している。 第5例 の 嚢 腫 壁
は,更 に睾丸輸出管に類似 して居 り,cystic
dilatationと称 した方が良いか も知 れない。 こ
れ らの症 例では,嚢 腫壁 の増殖を伴 つたもの,
或は伴わないもの も,そ れぞれ程度 の差 こそあ
れ何れ も畢丸輸出管 より生 じたretentioncyst
であることに間違 いはない.た だ第2例 では,
両側共に全 く同様 な所 見を呈 して居 り,副 睾丸
管 か ら可成 り離れ た距離 にある こと,内 腔に精
子 を認 めない こと等か らvasaberransillfe-
riorから生 じた嚢腫 と推定 される.
これ らの嚢腫 の内容 は,乳 白色,灰 黄色,暗
青 色,黄色,水様等 の違いはあるが,肉 眼的には
何れ も嚢腫 として表現するのが,最 も良 いよう
であ り,従 来 か らの精 液 瘤の概 念である薄 膜
性,球 形,嚢 腫性 の外観を呈 していた ものは,
第6例 のみであつた.し か もこの第6例 では,
精子を認めなかつ た.
元来,糞 腫 とは,厳 密に理論的に規格 し得 な
いもののようで,病 的に形成せ られた流動 体～
半流動体の内容 を持つた球状 の嚢で,固 有の膜
をもち,内 腔iに内容が充満 しているため全体 と
して緊張 しているようなものに対 して,慣 用的
な定義 を考えているようである11)12)例えば,
Campbel1'sUrologyの中で,Vest13)は男性
々器 の感染 と炎症 の項 でspermatoceleをと
りあげ・又,GibsonN)は泌尿器腫瘍 の項でcyst
ofthespermaticcord,epididymisa血d
testiculartunicsとし て 同 一 の も の を 記 述 し
て い る.か よ う に,嚢 腫 と い う 言 葉 の 定 義 そ の
も の に 不 明 確 な 点 の あ る こ と は 否 定 出 来 な い,
これ ら の こ とか ら 副 畢 丸 に 見 ら れ る 嚢 腫 性 変
化 は,全 て 副 畢 丸 嚢 腫 と 称 した 方 が 良 い と考 え
る.
本 症 の 分 類 に 就 て は,古 くか ら論 議 さ れ て い





endofthecord等 か ら発 生 す る と記 載 し て い
る.勿 論 こ の よ う な こ と は 彼 よ り も 以 前 に,多
数 の 人 に よ り報 告 さ れ て い る が,特 にCrossa11
は,今 日精 液 瘤 は 精 子 を 含 ん だ 陰 嚢 内 のrete-
11tiollcystとい う 意 味 に 解 釈 さ れ て い る と述
べ て い る 。
次 でDorlle(1926)16)は,この 問 題 に 就 て,
先 づ こ の 頃 の ア メ リカ の 文 献 が,ド イ ツ.フ ラ
ン ス に 比 し て 少 い こ と を 嘆 い て居 り.Dorne
自身 と し て は,vasefferelltiaとvasaber-
ransinferiorから の み 生 ず る と い う.も と も
と睾 丸 と 副 睾 丸 頭 部 と は,retentioncystの形
成 を 防 ぐ よ う な 厚 い 被 膜 に よ りお お わ れ て い る
が,こ の 間 に あ るvasefferentiaは霧 粗 な 結
締 織 に よ り 囲 こ ま れ て い る だ け な の で こ の
ductの 拡 張 が 容 易 に 生 じ 易 い こ と,又vas
aberransinferiorはvasefferentiaのorigin
と似 て い る こ と,及 び そ の 末 端 が 盲 端 で 終 る と
い う 事 実 と共 に 周 囲 組 織 が 似 て い る こ とか ら,
retentioncystのpredispositionたり得 る と
い う.Campbelli7)は,それ 以 前 に 発 表 され た
諸 説 を 表2の よ う に 整 理 し,最 後 の2つ,
embryonaloriginとretentioncystsofthe
vasaefferentiaの可 能 性 が 最 も強 い と記 述 し
て い る.
も つ と も,DorneとCampbellと は,spe-
rlnatoceleの標 題 の 下 に 論 じ て い る の で 副 睾
丸 の 嚢 腫 に 就 て 語 つ て い る の で は な い.






















vasculosiから生ず ると云 う.こ の記述 は甚だ
明快であるが,こ の中には これ より以前 にCo-
rdette19}により発表 されている先 天 性発育異
常たるpolycysticdiseaseoftheepididymis
が含まれていない.
次に本邦報告者の多 くが引 用 してい るMc
Crea20}のepididymalcystの分 類 を表3に
示した.こ の内c)に 就ては,異 論 をさ しは さ
む余地はないが,McCreaの説明に よる とa)






論 し,c)polycysticdiseaseは通 常 見 られ な
い も の で は な い か と述 べ て い る.之 に 反 して
Abeshouse23)は,Abellの分 類 に 賛 意 を表 し
て,夫 々 の 項 に 就 て 詳 述 し,c)も あ り得 る こ
と をCordetteのpolycysticdiseaseを引 用
し て 証 明 し て い る.な をAbeshouseはrete-
ntioncystに就 て は,表5の よ う な 原 因 を 考




















拡張により,そ れぞれ生 じた嚢腫 を意味す ると
いう,
通常,Cysticdiseaseoftheepididymis
といえぱ副睾丸に来た嚢 腫を全 て表わ す ような
印象を受け,b)と の区別が明 らかで な くなる
点が,この分類 の難点 と思われ る.
Abellapは,32例の 自験例を詳細 に検討 して,
このpolycysticdiseaseに当ると思われ る
ものが,小 林 ・宮脇の報告 した症例中に も2例
含 まれ ている.こ のAbellの 分類は,適 正 な
もの と考 え られ るが,た だserouscystにつ
いてはふれ られ てい ない,
Herman(1943)24)は,副畢丸嚢腫をsper-
matoceleとsimplecystsに分け,前 者は睾
丸輸出管か ら,後 者は胎生的遺残器 官か らの発
生 と考 えているが,余 りに も簡略に過 ぎる.
Ormond&Culp2s)は,陰嚢内及 び精索の嚢
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嚢腫 の発生器 官か ら分類 してい るが,実 際 にあ
たつては,仲 々このようにはつ きりさせ得る こ





し く分類 され る ことが多か つたが,Abe11の分




い と考 える次第であ る.
自験例 を種 々検討 してみたが,副 睾丸嚢腫 の
誘因,症 状,頻 度,罹 患側,年 令的関係,職
業,大 さ,嚢 腫 内容,診 断,治 療等に就ては,







蘇つて,本 邦文献 に就 て,概 観 するに,古 く
は大野27)の報告を始め として,花 井28}の東大に
於け る100例の観察,板 倉29)30)及び竹 内31)の慶
大 に於け る観察等多 くの報告が見 られ るが,本
症 の分類に就 ての積極 的見解は持 た れ て い な
い.
以上 の考察か ら我 々は,表8に 示す ような分




最 近1ケ 年半 の間 に経験 した副畢丸に生じた
嚢腫の6例 を,主 として病理組織学 的 に 検 討
し,文 献的考察を加 えた結果,
1)副睾丸 の嚢腫性変化 を,全 て副睾丸 嚢 腫





の4つ に分類す るのが妥 当 と考 える.
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